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大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目
・情報処理

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

国際交流委員会委員、学科予算委員、ネットワーク委員会委員、
情報処理センター運営委員会委員、社会学部実習室管理委員、
キャリア教育委員会委員、就職委員会委員など

専門分野

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

(1)奈良大学における情報教育基盤の整備
(2)モンゴルからの留学生の研究指導
(3)独自ポートフォリオシステムの開発と運用

(1)平泉中尊寺境内跡周辺の遺構調査と測量

最終学歴

　【研究上の特記事項】

(1)平和中島財団　アジア地域重点学術研究助成金
「モンゴル国における18世紀の寺院都市ズーン・フレーのデジタルアーカイブと構造解
明」
(2)科学研究費補助金　基盤研究(C)　研究分担者
「社会学的知見に基づくWeb調査の代表性の分析」

学部担当科目

・デジタルアーカイブ概論(前期)
・文化情報論（後期）
・情報学(後期)
・プログラミング言語I・II(前期・後期)
・情報工学（後期）
・演習I・II・III・IV（前期・後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・情報処理論特殊講義I（一）（二）（前期）
・情報処理論特殊講義II（一）（二）（後期）

平　成　29　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学会、
日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会、日本モンゴル学会など

文化遺産を対象としたディジタルアーカイブに関する研究

所属学会

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

情報メディア、画像処理、ディジタルアーカイブ、情報考古学

授業科目



共著

共著

単著

共著

共著

単著

韓日の考古学者が解
き明かす「モンゴル
考古学事情」－東ア
ジア考古学の最前線
Ⅱ－』

　平群町の椿井城跡のデジタルアー
カイブ化方法、及び2016年11月に行
われた企画展に出展したシステムに
ついて述べた。
(pp. 197-207)

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

奈良大学総合研究所
所報、第26号

2018年1月

2017年10月

2018年2月

2017年11月 日本モンゴル学会

2018年3月
第19回北アジア調査
研究報告会

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

研究業績[著書、学術論文等]

（学術論文）

著書､学術論文等の名称

①　椿井城のデジタルアー
カイブとその応用

2017年に調査したホスティン・ボラ
グ遺跡群にある匈奴窯跡を中心に調
査成果をまとめた。（pp.305-310）

奈良大学紀要第46号2018年3月

モンゴル科学アカデ
ミー歴史・考古学研
究所2017年調査報告
書

③　モンゴル国における18
世紀の寺院都市ズーン・フ
レーのデジタルアーカイブ
と構造解明

①　ドローンを用いたホス
ティン・ボラグ遺跡の地形
計測と18世紀の寺院都市
ズーン・フレーの構造解明

　2017年度に調査したホスティン・
ボラグ遺跡群周辺の地形情報と18世
紀の寺院都市ズーン・フレーとの地
形的な関係性について報告した。
(pp. 35-38)

（学会発表）

科研費 若手研究(B)の研究成果
（2013年度〜2017年度）の研究成果
をまとめた。

②　時系列幾何情報を用い
た大規模遺跡の3次元計測と
ディジタルアーカイブへの
応用

①　МОНГОЛ-ЯПОНЫ
ХАМТАРСАН “ЭРТН
ИЙ МОНГОЛЧУУДЫН
ҮЙЛДВЭРЛЭЛИЙН ТҮ
ҮХ” ТӨСЛИЙН 2017 ОН
Ы ХЭЭРИЙН СУДАЛ
ГААНЫ ҮР ДҮН”

（その他）

②　18世紀の寺院都市ズー
ン・フレーのデジタルアー
カイブ

　2016年から2017年にかけて調査し
た18世紀の寺院都市ズーン・フレー
についての調査内容を発表した。
(pp.43-49)

　2017年に調査した18世紀の寺院都
市ズーン・フレーについての調査内
容を発表した。


